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学校法人沖縄科学技術大学院大学学園 

沖縄県国頭郡恩納村字谷茶 1919-1 

4,854.50 ㎡ 

2,428.03 ㎡ 

2,711.74 ㎡ 

鉄筋コンクリート造 

地上 2階、地下 1階 

14.95ｍ 

2015.5 

設計:日建設計･ｺｰﾝﾊﾞｰｸｱｿｼｴｲﾂ･国建 JV 

監理:日建設計･国建 JV 

■施設概要 

1.外観(鳥瞰)。2.外観（ｴﾝﾄﾗﾝｽ）。3.

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎﾜｲｴ。4.多目的ｽﾍﾟｰｽ。5.会議

室。6.ﾎｰﾙ（内部）。7.ﾎｰﾙ(前面ｵｰﾌﾟﾝ) 

沖縄科学技術大学院大学 カンファレンスセンター 
Okinawa  Institute of Science and Technology   Conference Center

■コンセプト 
世界最高水準の研究･教育施設を目指して創設された沖縄科学技

術大学院大学のカンファレンスセンターは、地域住民や様々な方々

にも開放しやすい位置として、キャンパスエリアの入口に配置し、大

学と地域を繋ぐコミュニティー施設を目指しました。   

 なだらかな楕円形状により、ボリュームを抑えるために地下に沈ま

せ、研究棟と合わせた本部石灰岩石積と、セラミックシングル張りの

外壁により、キャンパス全体の一体感と、緑の景観に溶け込んだ計

画としました。ホールの内壁は、大学院大学に関するものをと考えＤ

ＮＡのバーコードを模したデザインとしました。 

 機能面では、各種の発表スタイルや、多国籍の利用者、長時間の

講義･発表等に配慮し、通気性に富むゆったりとした固定席や、フレ

キシブルなベンチシートを配置し、机サイズや肘形状､照度や講義中

の出入等に様々な工夫を行いました。スクリーン部を可動とし、周囲

の自然を積極的に取り込んだ景色は、講義参加者のリフレッシュの

役目も果し、研究棟との一体感も感じさせます。 
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